



























































































































































































































































































































182 早稲田教育評論　第 26 巻第１号
注
１）［栗山2006］を参照のこと。
２）なお、この問題の枠組みは、1960年代後半の伊藤寿朗の博物館論において萌芽的に提起されて
いる。
３）伊藤寿朗の博物館論の文脈から類推すれば、前者は人びとの内容的価値を創造する学芸活動、
後者はそれを保障していく博物館に相当するものとみなすことができる。
４）さしあたり、現時点では［栗山2003］を参照のこと。
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